


　【Ａ：大人の方が子供の手首に巻きつける場合】 　【Ｃ：先端（楕円部）を切って手首に巻きつける場合】
１．手首の内側の関節より指３本幅(第２関節の幅)の位置
　　で２本の筋（スジ）の間に突起部をあてます。 １．本体の先端(楕円部）の根元をはさみで切る。

　　（先端を切ると小判穴に入れやすくなります。）
２．突起部の位置が押さえる点からずれない様に、また
　　きつ過ぎない程度にとめます。 ２．手首の内側の関節より指３本幅(第２関節の幅)の位置
　　(子供の手首に合った位置の丸玉まで引っ張って下さい。) 　　で２本の筋（スジ）の間に突起部をあてます。

３．突起部を１０～２０秒強く押しつけます。 ３．突起部の位置が押さえる点からずれない様に、また
　　それを３回繰り返して下さい。 　　きつ過ぎない程度にとめます。

　 (子供の手首に合った位置の丸玉まで引っ張って下さい。)

４．突起部の圧力により末梢神経を刺激し、効果を発揮し
　　ます。

５．万一、その位置で効果が無い場合は、突起部の位置
　　を前後左右に少しずらしてお試し下さい。

　【本体形状】
６．最も効果的な使用法は両手首にお付けいただくこと 小判穴 丸玉 先端(楕円部）
　　ですが、片手首のみご使用の場合は、右手にお付け
　　下さい。

７．激しい動作をされる時、また不必要な時にはご使用を

　　お控え下さい。

　【Ｂ：手を差し込み手首に巻きつける場合】

１．本体の先端(楕円部）を小判穴に通す。
　【材質】

２．本体の輪の中に手を差し込む。 　　　シリコーンゴム
　【使用上の注意】

３．手首の内側の関節より指３本幅(第２関節の幅)の位置 　　 １．強く締めすぎないで下さい。皮膚に何らかの異常が見られる場合は使用し
　　で２本の筋（スジ）の間に突起部をあてます。 　　　　 ないで下さい。。

　　 ２．無理に引っ張るなどの乱暴な扱いはお避け下さい。破損するおそれがあり
４．突起部の位置が押さえる点からずれない様に、また 　 　　　ます。
　　きつ過ぎない程度にとめます。
　 (子供の手首に合った位置の丸玉まで引っ張って下さい。) 　発　 売　 元 ：株式会社ミヤマエ
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